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　７月30日、 新冠川河口 （Ｂ＆Ｇ新冠町海洋クラブ艇

庫前） で 『カヌー体験教室』 が開催され、 小学生から

大人まで15名が参加しました。

　この日は、 ライフジャケットの必要性、 パドルの持ち

方やカヌーの乗り方 ・ 降り方などを教わった後、 実際

に川でカヌーに乗り、 夏のスポーツを満喫しました。

青空の下『カヌー体験教室」



 アイヌ民族とアイヌ文化とは？

特集　新冠とアイヌ文化を知る
今だから知る「新冠とアイヌ文化」

　平成 31 年４月にアイヌ施策推進法が成立し、

令和２年７月には、白老町にウポポイ（民族共

生象徴空間）が開業しました。

　当町では、シャクシャイン伝説が残り、アイ

ヌの無縁者が眠る納骨堂があり、今なお、多く

のアイヌ文化の歴史が語り継がれ、民族にとっ

て由緒ある判官館に新冠アイヌ協会の活動拠点

となる、多機能型交流施設「ポロシリ生活館」

を建設しています。

　広報にいかっぷでは、今話題の「アイヌ民族

とアイヌ文化」について、もっと知りたい、理

解したいというテーマで特集していきますので

ぜひ、ご覧ください。

　日本では、１万年余り前から２千年前までを「縄文時代」と言

います。北海道でも縄文人が住んでおり、新冠においてもその

頃の遺跡がたくさん残されています。狩りや漁、採集をして生活

をしていました。その後、1500 年ほど前から 800 年前のことを、

北海道では「擦文（さつもん）時代」といいます。この頃、本州

では奈良や京都に和人の政府ができています。北海道の擦文人は、

和人から手に入れた鉄製品も使うようになりました。

　大昔の北海道は、大自然に囲まれて生活をしていたとともに、

和人文化が少しずつ伝わってきて時代が流れていきますが、や

がて北の大地独特の文化が形成されていきます。これが「アイヌ

文化の時代」（アイヌ文化期）です。北海道の時代区分では、800

年ほど前から百数十年前までを指しますが、現在においても子孫

の方々を中心にその文化の継承が続いています。

 新冠とアイヌ文化　

　新冠においては、縄文時代からアイヌ文化期

の「遺跡」が 43 カ所も残っています。アイヌ文

化期の代表的な遺跡に「チャシ跡」というもの

があります。これはアイヌ民族が地面にくぼみ

を掘り、漁労や狩りの見張り場や、外敵から身

を守る砦のように使っていたとされており、新

冠でもこの「チャシ跡」が数カ所残っています。

　また、江戸時代の頃には、新冠でもいくつか

のコタン（集落）があったことがわかっています。

現在の高江、朝日、大富、明和、若園などにコ

タンがあり、71 軒、339 人のアイヌ民族がいた

という記録があります。

　生活は狩猟や漁労、採集といったことをしな

がらも、判官館に「新冠会所」という和人とア

イヌ民族が交易をする所があったことから、男

性は海辺での漁業にも携わっていました。女性

は樹木の繊維で作る衣服のアットゥシやゴザを

編んでいました。これらの産物は自分たちで使

うとともに、会所などで物々交換したり、貨幣

でも取引されていました。

判官館のアイヌ文化を知る　その１

 ピポクとシャクシャインの最後　

　判官館を海側から眺めると、ゴツゴツした岩

壁の姿が目立ちます。昔、アイヌ民族はこの付

近を「ピポク」と呼んでいました。これは「岩の陰」

の意味があります。新冠と呼ばれる前は、ピポ

クの地名がこの付近を指すポピュラーな呼び名

だったようです。

　江戸時代、シベチャリ（現新ひだか町静内）

のアイヌ民族であるシャクシャインと蝦夷地を

統治していた松前藩との間に戦いが起こり、こ

れを「シャクシャインの戦い」といいます。

　最初はアイヌ民族同士の争いでしたが、やが

て和人との戦いに発展し、歴史に名を刻むよう

な大きな争いへと発展しました。寛文９年（1669

年）、松前藩はシャクシャイン側に和睦を持ちか

けます。しかし、これはだまし討ちで、祝宴を

開きアイヌ民族側が酔うのを見て襲いかかり、

長であるシャクシャインは倒され、シベチャリ

の砦も焼き払われてこの戦いが終焉します。

　アイヌ文化を受け継いだ人々である「アイヌ民族」は、

古くから続く狩りや漁、採集を行うとともに、和人から交

易によってさまざまなものを手に入れて生活するようにな

りました。日本語とは異なる言語である「アイヌ語」を使い、

自然界のすべてに魂が宿るとされている「精神文化」、祭り

や家庭での行事などで踊られる「古式舞踊」、独特の「文様」

による刺繍や木彫り工芸など、固有の文化を発展させてい

きました。

　このシャクシャインが最期を迎えた場所がこ

の「ピポク」（判官館）だったという記録もあり

ます。その後、松前藩はアイヌ民族への扱いを

一層厳しいものへとしていきました。

 「チャシ跡」の謎　

　アイヌ民族に関連する遺跡に、「チャシ跡」と

いうものがあります。「チャシ」はアイヌ語で、砦・

館・柵などいくつかの意味がありますが、遺跡

では主に「砦」のことを指します。主に高台の

場所に、壕（ごう）というくぼみを掘り、漁の

見張りや交易の拠点、祭事の場、防塞など、さ

まざまな使い方があったようです。

　新冠町内には、43 カ所の遺跡がありますが、

チャシ跡が残っているのは数カ所しかありませ

ん。その内のひとつが判官館にある「ピポクチャ

シ跡」になります。この遺跡は、太平洋や新冠

市街地を望める「判官岬」にあります。岬の先

に壕のようなくぼみが見えますが、アイヌ民族

が掘ったものなのか、自然に崩れたものなのか

はっきりしておらず、まさに「謎のチャシ跡」

となっています。しかし、日高町門別方面のア

イヌ民族であった「オニビシ」のチャシが判官

館にあったという記録もあり、謎ながらもロマ

ンあふれる場所となっています。

アイヌ文様が刺繍された民族衣装

平成 26 年 11 月 29 日にレ・コード館で
開催された「アイヌ民族文化祭」の様子

明
和
の
ア
ク
マ
ッ
プ
川
付
近

に
あ
る
チ
ャ
シ
跡

判官岬にある「ピポクチャシ跡」
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 納骨堂の建設と墓地改装

判官館のアイヌ文化を知る　その２

 黒いキツネがいた伝説　

　アイヌ民族は、さまざまな伝説を生みだして

います。動物や神様、中には妖怪が登場する物

語もあります。新冠には興味深いアイヌ伝説が

残されていますが、特に「判官館」は神秘的な

お話が残されています。

　その昔、「ピポク」と呼ばれていた判官館付近

には、黒いキツネが居たと言われています。こ

のキツネは不思議な力を持っており、アイヌ民

族に危ないことが起きる時はあらかじめ教えて

くれたり、助けてくれたりしました。

　ある時、ピポクの人々は敵から攻め立てられ、

生き残ったわずかの人たちが岩の上に追いつめ

られました。もういよいよ駄目かという時、神

に祈りを捧げてからゴザを広げて岩から飛び降

りました。すると不思議なことに、鳥のように

ふわりと飛べて怪我もなく無事に逃げることが

できました。これは、判官館に住んでいる黒い

キツネの御加護ということです。

　判官館は、鎌倉時代の武将である「源九郎判

官義経」がこの地に「館」を築いた伝説から名

付けられましたが、義経とアイヌ民族が交流を

していたという言い伝えも残されており、アイ

ヌ文化に関連する神秘的な所と言えます。

　判官岬の方にはいろいろな伝説の看板があり

ますので、ぜひ足を運んで判官館のアイヌ文化

を学んでみてはいかがでしょうか。

 大切にしたいタコッペ湿原

　判官館森林公園を歩いていると、「タコッペ湿

原」という木道で散策できる場所があります。

この湿原には、タコッペと呼ばれる植物がたく

さん群生しています。タコッペは、細長い草が

集まったように生息しており、この場所に足を

踏み入れると、何か別の世界に迷い込んだよう

な気分にさせてくれます。

　タコッペは、「ヒラギシスゲ」という正式な学

名があり、カヤツリグサ科スゲ属の仲間に分類さ

れます。この植物は、ここ判官館で生息する姿に

なるまで約 300 年もかかるとされており、今見ら

れるタコッペは、昔々から生きているものになり

ます。

　以前の新冠には湿地が多くあり、この植物もど

こでも見られるものでした。昔の子どもは、タコッ

ペに飛び乗りながら遊んでいました。その独特な

様子から「ヤチボウズ」とも呼ばれていました。

開拓時代になると、邪魔な存在になったので至る

所にあったタコッペは取り除かれてしまい、今で

は珍しい植物となりました。

　タコッペの呼び名は、アイヌ語が由来となって

います。昔のアイヌ民族は、「タクッペ」と呼ん

でいました。日高管内の平取町には、この植物が

ぴょんぴょん飛び跳ねる妖怪として捉える言い伝

えが残っています。

　判官館の湿原には、エゾノリュウキンカやミズ

バショウ、ホザキシモツケ、ツリフネソウなど、

四季折々の草花が彩り添えています。ぜひ足を運

んで、自然の豊かさとアイヌ文化の神秘性にふれ

てみてはいかがでしょうか。

　アイヌ民族の墓標は、高江、西泊津、泉、節婦、

東川地区に残っていました。しかし、風雨にさ

らされ老朽が激しいこと、無縁仏となっている

ものが大半であるため、北海道ウタリ協会新冠

支部（現新冠アイヌ協会）は、かねてから墓地

改装について陳情していました。

　昭和 58 年から判官館森林公園内の納骨堂の建

設と墓地改装の移転が開始され、５年間でこの

事業は終了しました。以来、９月 18 日に判官館

無縁納骨堂前で、先祖供養の「イチャルパ」が

新冠アイヌ協会によって行われ、「カムイノミ」

や「古式舞踊」も行われています。

・昭和 58 年：泉地区共同墓地　　　122 体納骨

・昭和 59 年：西泊津地区共同墓地　291 体納骨

・昭和 60 年：節婦地区共同墓地　　155 体納骨

・昭和 61 年：東川地区共同墓地　　131 体納骨

・昭和 62 年：高江地区共同墓地　　155 体納骨

古式舞踊の様子 アイヌ文化独特のお供え物

判官館森林公園内「無縁納骨堂」

無縁納骨堂とイチャルパ
神に神酒を捧げる儀式『カムイノミ』
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ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

７
月
29
日
、
本
町
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、「
新
冠
町
戦

没
者
追
悼
式
」
が
開
か
れ
、
新

冠
町
遺
族
会
会
員
や
来
賓
な
ど

約
30
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

追
悼
式
で
は
、
参
列
者
全

員
で
献
花
な
ど
を
行
っ
た
後
、

遺
族
会
小
野
巌
会
長
は
「
戦

争
の
惨
禍
を
深
く
心
に
刻
み
、

次
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
今
後

も
平
和
な
時
代
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
私
た
ち
遺
族
の
願

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

先
人
の

霊
を

慰
め

平
和
の

誓
い
を

新
た
に

令
和
４
年
度
新
冠
町
戦
没
者
追
悼
式

　

７
月
22
日
、
中
体
連
全
道
大
会

に
出
場
す
る
新
冠
中
学
校
生
徒
21

名
が
、
山
本
副
町
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
安
藤
日
向
主
将
が
抱

負
を
発
表
し
、
副
町
長
か
ら
生
徒
に

対
し
、激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
場
種
目
は
、
陸
上
、
柔
道
、

剣
道
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓

球
の
５
種
目
で
、
７
月
27
日
～
８

月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

中
体
連
全
道
大
会

出
場
選
手 

健
闘
誓
う

　

７
月
22
日
、
日
高
支
部
大
会

で
全
道
大
会
の
切
符
を
手
に
し

た
新
冠
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
小
学
６
年
生
５
名
が
山
本
副

町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
少
年
団
は
、
７
月
29
～
８

月
３
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

る
「
第
51
回
全
道
少
年
軟
式
野

球
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

　

主
将
の
福
田
貴
叶
君
は
「
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
全
道
大
会
１
勝

を
目
指
し
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

新
冠
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

悲
願
の

全
道
大
会
１
勝
を

目
指
し

健
闘
誓
う

　

字
緑
丘
の
北
海
道
食
美
樂

（
石
﨑
英
治
社
長
）
は
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
エ
ゾ
シ
カ

レ
ト
ル
ト
３
商
品
の
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
商
品
は
道
の
駅

で
購
入
で
き
、
今
後
、
新
冠
温

泉
や
近
隣
小
売
店
で
の
販
売
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

石
﨑
社
長
は
「
誰
で
も
お
い

し
く
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
加
工
。
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
ほ

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

新
冠
町
産
エ
ゾ
シ
カ
肉
を
活
用
し
た

レ
ト
ル
ト
食
品
の
販
売
を
開
始

　

７
月
５
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
、
三
樹
会
泌
尿
器
科
病
院

の
芳
賀
一
徳
医
師
を
講
師
に
招

き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
「
お

し
っ
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
～
頻
尿
・

尿
漏
れ
・
残
尿
感
～
」
が
開
か

れ
、
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

芳
賀
医
師
は
、
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
「
早

期
発
見
、
治
療
が
大
切
で
尿
ト

ラ
ブ
ル
が
心
配
さ
れ
る
方
は
、

病
院
で
詳
し
い
検
査
を
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

泌
尿
器
科
専
門
医
に
よ
る

講
演
会

膀
胱
炎
、
過
活
動
膀
胱
な
ど
を

詳
し
く

解
説

　

７
月
19
日
、
役
場
会
議
室

で
「
新
冠
町
史
編
さ
ん
委
員
会
」

が
開
か
れ
、
委
員
10
名
、
協
力

員
１
名
に
鳴
海
町
長
か
ら
委
嘱

書
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
委
員
長
に
乾

芳
宏
さ
ん
（
町
郷
土
文
化
研
究

会
会
長
）、
副
委
員
長
に
荒
木
正

弘
さ
ん
（
節
婦
自
治
会
事
務
局

長
）
が
選
出
さ
れ
、
今
後
、
当

委
員
会
で
編
さ
ん
方
針
や
全
体

構
成
の
決
定
、
原
稿
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
続
新
冠
町
史
」
続
編
の

発
刊
に

向
け

第
１
回
新
冠
町
史
編
さ
ん
員
会

　

６
月
29
日
、
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
新
冠

町
教
育
委
員
会
委
員
の
辞
令
交

付
式
が
、
役
場
町
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
教
育
委
員
に
は
、
字

本
町
の
佐
藤
和
枝
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
と
大
学
生
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
佐
藤
さ
ん
は
「
子
育

て
経
験
を
活
か
し
教
育
委
員
と

し
て
の
活
動
に
役
立
て
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
教
育
委
員
に

字
本
町
の
佐
藤
和
枝
さ
ん
選
任

　

今
年
度
よ
り
町
有
牧
野
で
は
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
放
牧
地
で

牛
の
誘
導
や
生
育
状
況
の
把
握

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
に
代
わ
っ
て
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
作
業
時
間

が
短
縮
さ
れ
る
ほ
か
、
広
大
な

敷
地
に
お
け
る
牧
柵
点
検
や
牧

草
の
生
育
状
況
な
ど
、
草
地
管

理
業
務
の
改
善
が
図
ら
れ
て
お

り
、
今
後
、
人
手
不
足
な
ど
の

解
消
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
有
牧
野
で
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

牛
追
い
・
牧
草
地
の

管
理
業
務
ス
タ
ー
ト

　

７
月
28
日
、
新
冠
開
発
共
同
企
業
体
（
廣

島
貴
史
代
表
）
は
太
陽
の
森
デ
ィ
マ
シ
オ

美
術
館
敷
地
内
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
３

棟
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
は
、
デ
ィ
マ

シ
オ
絵
画
の
世
界
観
を
表
す
た
め
、
通
常

の
工
法
で
は
実
現
で
き
な
い
特
別
な
デ
ザ

イ
ン
が
必
要
と
な

り
、
會
澤
高
圧
コ
ン

ク
リ
ー
ト
㈱
（
新
ひ

だ
か
町
）
が
所
有
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

型
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

を
用
い
て
建
設
さ
れ

ま
し
た
。

デ
ィ
マ
シ
オ
美
術
館
敷
地
に

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
オ
ー
プ
ン

　

７
月
９
日
、
新
冠
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
「
北

風
沙
織
さ
ん
の
走
り
方
教
室
」
が
開
か
れ
、

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
約
50
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

北
風
さ
ん
は
、
陸
上
女
子
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
の
日
本
記
録
保
持
者
で
現
在

は
、
北
翔
大
学
陸
上
競
技
部
の
監
督
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
、
世
界
を
目
指
す
選
手
の

育
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
遊
び
を
取

り
入
れ
た
運
動
や
は
じ
ご
状
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
用
具
ラ
ダ
ー
と
マ
ー
カ
ー
を
使
い
、

膝
を
ま
っ
す
ぐ
前
に
出
す
こ
と
や
つ
ま
先

で
し
っ
か
り
接
地
を
し
な
が
ら
良
い
姿
勢

に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
基
本
的
な
走
り

方
の
コ
ツ
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

楽
し
く

誰
で
も

速
く
な
れ
る

!!

北
風
沙
織
さ
ん
の

走
り

方
教
室
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役場からのお知らせ
－ Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

８
月

15日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

17日（水） 18：00～20：00 からだリセット講座 東町生活館

23日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

９
月

７日（水） 18：00～20：00 からだリセット講座 町民センター

12日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

　ヒグマによる人身事故の多くは、山菜採りな

どで野山に入った際の突発的な遭遇により発生

していることから、ヒグマとの遭遇を未然に防

ぎ、事故にあわないよう十分に注意する必要が

あります。ヒグマと遭遇しないために、野山に

入るときは次のことに注意しましょう。

【ヒグマに出会わないことが一番】

①音を出しながら歩く

　山にひとりで入らない、しゃべりながら歩く、

鈴をつける、手をたたく。ヒグマの耳や鼻は人

よりもはるかによいので、先に気が付いて避け

てくれるはずです。

②ゴミはヒグマを呼び寄せる

　残飯、生ゴミなどはヒグマにとってごちそう

です。ゴミは捨てないで必ず持ち帰りましょう。

③ヒグマのフンや足跡を見たらすぐに引き返す

　少しでもヒグマの気配を感じたら、いつでも

引き返す勇気が必要です。

【もしも出会ってしまったら】

①ヒグマの様子を見ながら、静かにゆっくりと

その場から離れましょう。スマートフォンなど

での撮影はヒグマが興奮するかもしれないので、

絶対にやめましょう。

②子グマには近づかない。親が近くに必ずいま

す。不用意に近づけば、我が子を守るために母

グマが襲ってきます。

●問い合わせ先

新冠町役場産業課　☎ 0146・47・2110

日高振興局保健環境部環境生活課自然環境係

　　　　　　　　　　　　☎ 0146・22・9254

ご注意を！町内でヒグマの目撃情報が多発しています。

★おしゃべりルーム★
・期　日　　①８月18日（木）10時～11時 30分

　　　　　　②９月 １日（木）10時～11時 30分

・内　容　　①「しゃぼん玉」

　　　　　　②「十五夜制作」

・申込期間　①８月 16 日（火）まで

　　　　　　②８月 30 日（火）まで

・定　員　　①５組程度（０歳～就学前）

　　　　　　②５組程度（０歳～就学前）

★チャイルドランド★
・期　日　　８月 25日（木）10時～ 11時 30分

・内　容　　「大人の絵本セラピー」

・申込期間　８月 23 日（火）まで

・定　員　　５組程度（０歳～就学前）

●問い合わせ先　

　子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

～「にいかっぷママさぽ～と」～
　町では、妊婦さんの出産予定日や体調など、出

産に関わる情報を消防署へ事前登録し、必要時に

迅速な救急搬送を行う「にいかっぷママさぽ～と」

を行っています。

　少しでも不安なくお産に臨めるよう、対象の方は

当制度をご活用ください。

〇対象者：①町内に住所を有する妊婦

　　　　　②里帰りで町内に滞在中の妊婦

〇届出方法：保健福祉課へ届出書を提出してください。

　届出書は保健福祉課窓口か町

ホームページからダウンロードで

きます。詳細については、下記ま

でお問い合わせください。

●問い合わせ先

　保健福祉課健康推進係

　　  ☎ 0146・47・2113

マイナンバーカードを取得しましたか？
　マイナンバーカードを取得すると、身分証明証

や保険証として使うことができるほか、さまざま

な機能が利用できます。また、令和４年９月末ま

でにマイナンバーカードの申請をするとマイナポ

イント（最大 20,000 ポイント）がもらえます。

【申請方法】

・郵送申請

　お手持ちの申請書に顔写真を貼付け、ポストに

投函する。

・ネット申請

　スマホなどで撮影した顔写真を使い、申請書の

ＱＲコードから申請可能です。

※ご自身で手続きが難しい場合は、職員がサポー

トします。まずはご相談ください。

ごみの分別及び排出について
　７月上旬に町内のゴミステーションに解体され

たＴＶを燃やせないごみ袋で排出し、警告シール

を貼られたまま放置されている事例がありました。

　原則、ＴＶは家電リサイクル法により販売店な

どでリサイクルすることになっており、古いもの

には有害物質 (ＰＣＢ )が含まれる場合がありま

すので、解体せずにリサイクルしてください。

児童扶養手当の受給者は８月中に届出が必要です

　児童扶養手当は、ひとり親家庭などの生活の安

定・自立促進に寄与することにより、その家庭に

おいて養育されている子どもの福祉増進のために

支給される手当です。

　婚姻の解消や配偶者の死亡によりひとり親とな

り、子ども（18 歳に達する日以後の最初の３月

31 日まで、障がいがある場合は 20 歳未満まで）

を監護する母や父などに支給されます。

〇提出書類

・児童扶養手当現況届　【全ての受給者】

・一部支給停止適用除外事由届　【①～④に該当する方】

①支給開始月から５年を経過する予定の方（※）

②支給要件に該当した日の属する月から数えて７

年を経過する予定の方（※）

③認定請求時に児童が３歳未満だった場合は、児

童が３歳に達した日の属する月の翌月初日から数

えて５年を経過する予定の方（※）

④既に上記①～③の期間を経過した方

※令和４年８月から令和５年７月までの間に期間

を経過する方が対象です。

●問い合わせ先：町民生活課町民生活グループ

　　　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2112

　８月は、北方領土返還要求運動強調月間です。

　北方領土問題の解決のためには、領土返還に向

けた外交交渉の展開を強く要望する道民世論の結

集が何よりも必要となります。

　1 人 1 人の返還に向けた思いを結集し、北方領

土の返還を実現するため、多くの方々の署名への

ご協力をお願いします。

〇署名コーナーの設置期間と場所

・期　間　８月１日～ 31 日

・場　所　役場庁舎１階ロビー

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ

　　　　  ☎ 0146・47・2498

北方領土返還要求運動強調月間　署名コーナー設置のお知らせ

北方領土マスコット

「エリカちゃん」

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延期す

る場合があります。事業の詳細は、対象者への個別案内や

町政事務委託文書などでお知らせします。

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆葛野　弘子 （古布１袋）

☆ルナ美容室 （古布２箱）

☆ボランティアグループあゆみ （カット布 19 束）

☆ボランティアグループちょぼら （カット布６袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆上井　美智子 （50,000円）

☆山下　保則 （30,000円）

☆小泉　賢悟 （100,000円）

☆扇谷　勉 （50,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆匿　名 （古布３袋）

☆匿　名 （古切手１袋）

☆渡邊　恵美子 （古布３袋）
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☎ 0146-49-0321

O A・文具
リバティーはしもと

　
　
　

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験
情
報

○
受
験
資
格

・
Ａ
区
分

　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
。）
等
を
卒
業
し

た
方
（
令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
。）

・
Ｂ
区
分

　

Ａ
区
分
以
外
の
方

※
年
齢
～
Ａ
・
Ｂ
区
分
と
も
に
平

成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　
　

３
５
名
程
度

・
女
性
Ａ
区
分　
　

１
５
名
程
度

・
男
性
Ｂ
区
分　

１
１
５
名
程
度

・
女
性
Ｂ
区
分　
　

３
５
名
程
度

○
受
付
期
間　

　

８
月
19
日
（
金
）
ま
で

○
受
付
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）

郵
送
、
持
参
な
ど
の
方
法
に
よ
る

お
申
込
み
（
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
試
験
日

・
１
次
試
験　

９
月
18
日
（
日
）

・
２
次
試
験　

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

○
１
次
試
験
地

　

札
幌
市
、
苫
小
牧
市
、
新
ひ
だ

か
町
な
ど
（
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。）

ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
に
登
録
を

　

北
海
道
警
察
で
は
、
電
子
メ
ー

ル
で
子
供
や
女
性
に
対
す
る
声

掛
け
事
案
、
車
上
ね
ら
い
や
特

殊
詐
欺
な
ど
連
続
発
生
が
予
想

さ
れ
る
事
件
、
凶
悪
犯
人
の
逃

走
事
案
、
防
犯
対
策
等
の
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
の

登
録
時
に
静
内
警
察
署
を
選
択

す
る
と
、
静
内
警
察
署
管
内
で

の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
防
犯
対

策
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

○
「
子
供
被
害
情
報
」、「
犯
罪

発
生
・
防
犯
対
策
情
報
」
を
発

信
し
て
お
り
、
受
診
情
報
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
夜
間
時
間
帯
（
午
後
９
時
か

ら
午
前
７
時
ま
で
）
に
メ
ー
ル

を
受
信
す
る
か
ど
う
か
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
メ
ー
ル
本
文
の
み
の
配
信
で

画
像
は
添
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
登
録
は
無
料
で
す
が
、
通
信

料
は
ご
利
用
者
様
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

○
登
録
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

　

ま
つ
か
わ
は
、
カ
レ
イ
類
の

中
で
も
最
上
と
さ
れ
る
高
級
魚

で
す
が
、
近
年
は
、
漁
獲
量
が

激
減
し
た
た
め
「
幻
の
魚
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
資
源
回
復
を
目

的
に
、
函
館
市
古
部
町
か
ら
え

り
も
町
東
端
ま
で
の
太
平
洋
海

域
で
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
指
示
が
発
令
さ
れ
「
全
長
35

㎝
未
満
の
ま
つ
か
わ
を
採
捕
し

た
場
合
は
、
漁
業
者
も
釣
り
人

も
速
や
か
に
海
中
に
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
９
３
２
８

　

こ
の
度
、
当
社
設
備
で
あ
る
岩

清
水
発
電
所
下
流
警
報
装
置
の

う
ち
、
新
冠
町
内
各
地
に
設
置

し
て
い
る
（
合
計
４
箇
所
）
電

光
表
示
盤
に
つ
い
て
撤
去
を
行

い
ま
す
。
撤
去
作
業
に
伴
い
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

○
撤
去
作
業
開
始
予
定

　

令
和
４
年
９
月
12
日
よ
り

○
概
要　

今
ま
で
は
、
ス
ピ
ー

カ
ー
お
よ
び
電
光
表
示
盤
で
河

川
増
水
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
設
備
更

新
に
伴
い
電
光
表
示
盤
を
撤
去

致
し
ま
す
。
な
お
、
河
川
増
水

時
の
警
告
は
引
き
続
き
、
ス
ピ
ー

カ
ー
で
行
い
ま
す
。

○
撤
去
設
備

・
泉
電
光
表
示
盤
設
置
場
所

　

字
新
栄
１
５
９
番
地
の
３
地
先

・
大
富
頭
首
工
電
光
盤
設
置
場
所

　

字
大
富
１
６
５
番
地
の
２
地
先

・
朝
日
電
光
盤
設
置
場
所

　

字
大
富
２
３
７
番
地
地
先

・
新
冠
電
光
表
示
盤
設
置
場
所

　

字
北
星
町
21
番
地
の
２
地
先

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
１
２
４
９

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口

を
常
設
し
て
い
ま
す
が
、
偶
数
月

に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
面
接

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
面
接
相
談
日
は
次
の

日
程
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
自
宅
な

ど
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日　

時　

８
月
23
日
（
火
）

　

10
時
～
15
時

○
場　

所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

奥
山　

徳
男　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
導
入
し
、
次

の
と
お
り
全
道
統
一
試
験
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
既
に
登
録
し
て
い
る
方

は
、
受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
名
称　

令
和
４
年
度
北
海
道
排
水

　

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

○
試
験
日
及
び
場
所

　

10
月
19
日
（
水
）　

苫
小
牧

　

10
月
24
日
（
月
）　

札
幌

○
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

○
受
付
期
間

　

８
月
17
日
（
水
）
～
８
月
26
日
（
金
）

○
手
数
料　

受
験
料
７
０
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
建
設
水
道
課
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
５
１
８

セ
ン
タ
ー
開
設
日

８
月-

17
日
（
水
）・
22
日
（
月
）

　
　
　

24
日
（
水
）・
29
日
（
月
）

　
　
　

31
日
（
水
）

９
月-

５
日
（
月
）・
７
日
（
水
）

　
　
　

12
日
（
月
）・
14
日
（
水
）

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

ま
つ
か
わ
資
源
保
護
の
お
願
い

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

静
内
警
察
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

 
 

日高中部通年雇用促進協議会
新ひだか町まちづくり推進課内・新冠町企画課内 

お問い合わせ 
☎０１４６－４９－０２９３（直通） 

求人情報、会社紹介
通年雇用の求人に 
社屋、仕事風景、職場の雰囲気が伝わる写真も

載せて、会社をアピールしてみませんか。 

作成のお手伝いも 
いたします！ ＼掲載無料／ ４

㎝
 

５.５㎝ 

広報「にいかっぷ」用 

岩
清
水
発
電
所
下
流
警
報
装
置

に
お
け
る
電
光
表
示
盤
撤
去

心
配
ご
と

相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

一緒に働こう！

札幌地本
ＰＲキャラクター
モコちゃん

お問い合わせは
札幌地方協力本部
静内分駐所
（０１４６）４４－２８５５

広告主募集中！
　１カ月あたりの広告料は、

ホームページが10,200円、広報

誌は3,000円となっております。

　詳しくは、担当まで。

●問合せ先：企画課広報統計係
　　　　　　☎ 0146・47・2498
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今月の一冊

夢を喰う男
ダービー 3勝を遂げた馬主、
ノースヒルズ前田幸治の覚悟

本城 雅人著／幻冬舎

　諦めずに進化と変革を目指す者

だけが、この世界を生き抜くこと

ができるのだ。キズナ、ワンアン

ドオンリー、コントレイルといっ

たダービー馬を育て、人馬一体で

悠久の未来へと疾走する馬主を描

いたノンフィクションノベル。

新着ガイド
教養(インテリ)悪口本 堀元 見

いい人にだけいい人でいればいい キム ジェシク

13歳からの地政学   田中 孝幸

家で死のう! 萬田 緑平

たんぱく質しっかりおかず 牧野 直子

庭は私の秘密基地 銀色 夏生

おうちでできる「のど筋トレ」 東 哲一郎

人生が豊かになる映画50本 村瀬 広

スリルライフ  新庄 剛志

天職は、声優。 日高 のり子

鑑定人 氏家京太郎 中山 七里

掟上今日子の忍法帖 西尾 維新

いえ 小野寺 史宜

孤蝶の城 桜木 紫乃

競争の番人 新川 帆立

アニマル号（移動図書館車）運行日程

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

12：45～ 13：10 新冠中学校

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

10：10～ 10：30 朝日小学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

８月 18 日

19 日

24 日

９月２日

８日

15 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
８月24日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

８月27日（土）13：30～定例読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中止と

なる場合があります。中止となった場合は、図書プ

ラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消毒や検温などの感

染予防対策にご協力ください。

☆新しいＤＶＤが入りました！
　図書プラザに新しいＤＶＤが入荷しました。ＤＶ

Ｄはひとり３点まで１週間借りることができます。

　返却期限を守ってご利用ください。貸出中の場合

は予約ができます。

【新しいＤＶＤ】

『こんな夜更けにバナナかよ』（邦画）

『僕は猟師になった』（ドキュメンタリー）

『ウィンストン・チャーチル』（洋画）

『パニックルーム』（洋画）

『映画すみっコぐらし』（アニメ）

※ＤＶＤは割れやすいため、図書プラザカウンター

へ直接ご返却ください。

※新型コロナウイルス感染症の状況により運行が

中止となる場合があります。

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

図書プラザＨＰ

　

新
冠
は
、
昔
か
ら
農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
農
耕
馬
を
は
じ
め
、
牛
な
ど
、
農

業
に
関
わ
っ
た
動
物
を
供
養
す
る
た
め
の
石
碑

が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
和
に
は
、

牛
と
馬
を
慰
む
た
め
の
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
石
碑
は
、
昭
和
32
年
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
建
立
し
た
当
時
と
今
の
石
碑
は

少
し
違
っ
て
い
ま
す
。
台
座
が
古
く
な
っ
た
た

め
、
白
御
影
石
を
使
っ
た
立
派
な
も
の
に
新
し

く
し
ま
し
た
。

　

建
立
当
時
の
新
冠
村
長
で
あ
っ
た
飛
島
賢
治

氏
に
よ
る
題
字
は
、
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る

よ
う
、
後
に
白
く
墨
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
明
和
の
方
々

の
優
し
い
思
い
が
、
今
の
石
碑
か
ら
感
じ
取
れ

ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
22

　

『
牛
馬
魂
碑
（
明
和
地
区
）
』

○
牛
馬
魂
碑
（
ぎ
ゅ
う
ば
こ
ん
ひ
）

　
建
立
年
月

　
　
昭
和
32
年

　
所
在
地

　
　
　
明
和
生
活
セ
ン
タ
ー
付
近

　
高
さ

　
　
　
　
１
・
７
ｍ

私が今、したいこ

とは世界中を一周

旅行してみたいで

す。

今村　優月

私の夢は、マンガ

家になる事です。

理由は、絵を描く

事が好きだからで

す。

葛野　こころ

私の将来の夢は薬

剤師になることで

す。そして病院で

困っている人を助

けたいです。

伊藤　咲公

ぼくは、馬の操作

がもっと上手にで

きるようにしたい

です。

楫川　秀明

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

ぼくの将来の夢は、

ユーチューバーに

なりたいと思って

います。

氏家　康介
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秋の全国交通安全運動（９/21 ～９/30）実施中
　〇子供と高齢者をはじめとする歩行者の安全の確保

　〇夕暮れ時と夜間の事故防止と歩行者の保護など安全運転意識の向上

　〇自転車の安全確保と交通ルール遵守の徹底

　〇飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶　　　　　　　　静内警察署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
４
年
８
月
12
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

６月 21 日～７月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

永 坂　 翔 ♡ 伊藤　愛華 中央町

●お誕生おめでとうございます

木村　夕
ゆ り の

莉乃 （敏基 綾乃 ) 本　町

齊 藤 　 悠
ゆうせい

惺 （太一 春奈 ) 太　陽

●おくやみ申し上げます

宮野　勝彦 　８０歳 本　町

水上　誠保 　７０歳 北星町

山下　チヱ 　９２歳 北星町

増谷　弘美 　５７歳 東　町

長田　憲周 　７０歳 西泊津

小泉　　都 　７３歳 朝　日

上井　キヨ １００歳 新　栄

小松　キミ 　９４歳 泉泉

渡邊　秀夫 　９１歳 　節婦町

扇谷　ヨシヲ 　９５歳 　節婦町

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
４
年
８
月
号
（
通
巻
669
号
）

人の

うごき

人　口 5,210 人 （前月比 ＋ 1 人）

　男 2,567 人 （前月比 ＋ ２人）

　女 2,643 人 （前月比 － 1 人）

世 帯 2,776 世帯 （前月比 ＋ 3 世帯）
（７月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 33件 （ 27件）

206件 （181件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

８人（３人）

死　者

０人（０人）

０人（１人）

火災件数

０件（０件）

６件（４件）

発生件数

０件（０件）

５件（４件）

区　分

７月

４年１～７月

区　分

７月

４年１～７月

パパ　　　　 ママ

戸  籍  の  窓

　

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

 

第
四
十
八
話

　
 

「
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
ア
イ
ヌ
の

　
　
　
生
活
品
の
お
話
（
語
り
）
そ
の
２
」

（
要
約
文
）

　

「
イ
ク
パ
ス
イ
」
は
棒
酒
箸
（
ほ
う
し
ゅ
ば

し
）
と
い
っ
て
、
酒
を
神
様
に
捧
げ
る
と
き
に

使
う
も
の
だ
。
き
れ

い
な
文
様
が
入
っ
て

い
る
。
杯
（
さ
か
づ

き
）
に
入
っ
た
酒
を

イ
ク
パ
ス
イ
に
つ
け

て
神
様
に
祈
る
。
お

酒
を
あ
げ
る
と
き
は

火
の
神
さ
ん
が
一
番

大
事
な
の
。

　

酒
を
移
す
た
め

の
も
の
に
「
エ
チ

ユ
シ
」
と
呼
ぶ
道

具
が
あ
る
。
こ
れ

を
使
っ
て
杯
に
酒

を
注
ぐ
。
手
で
持

ち
や
す
い
よ
う
に

取
っ
手
が
つ
い
て

い
る
。

　

酒
は
麴
か
ら
つ
く
る
。
麹
を
「
シ
ン
ト
コ
」

と
い
う
大
き
な
樽
に
入
れ
て
し
っ
か
り
か
き
回

し
、
布
を
三
枚
も
四
枚
も
重
ね
て
温
め
て
い
け

ば
沸
い
て
く
る
。
だ
い
た
い
一
週
間
く
ら
い
で

出
来
上
が
る
。
イ
オ
マ
ン
テ
と
い
う
熊
送
り
の

儀
式
の
と
き
は
、
大
き
な
シ
ン
ト
コ
に
た
く
さ

ん
酒
を
入
れ
て
お
く
。
み
ん
な
お
酒
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
。

　

箱
は
「
ケ
マ
ウ
ス
ぺ
」
や
「
パ
ッ
チ
」
と
い

う
も
の
が
あ
っ
た
。
漆
塗
り
の
立
派
な
箱
で
、

大
切
な
も
の
を
入

れ
て
い
た
。
パ
ッ

チ

は

飾

り

鉢

と

い
っ
て
、
き
れ
い

な
の
で
中
に
何
も

入
れ
な
い
で
、
飾

り
の
よ
う
に
置
く

こ
と
も
あ
っ
た
。

イクパスイ（棒酒箸）

シントコ（樽）

エチユシ（注口器）

パッチ（飾り鉢）


